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～留学の概略～ 

留学体験記として 初に、留学の動機、留学生活、そして帰国後の事とアドバイスを

述べていきます。Middlesex University はロンドンに 3 キャンパスあり、県立広島大

学のような感じです。ロンドンの街の北部にあり、街から地下鉄で３０～４０分くらい

で行くことができます。 
 まず初めに、私が留学する動機は２点ありました。１点目に、海外で生活してみるこ

とに興味があったためです。２点目として、将来何が（どういう仕事が）したいのか分

からなかったため、参考として海外での物事の考え方や、仕事等を経験してみようとい

う考えがあったためです。私は１年遅れで大学を卒業したくなかったため、大学２年生

の７月から３月まで留学し、3 年生では授業と就職活動を両立させようと、イメージし

ていました。３年生で留学に行く場合、単位をある程度取得できてから行けるのですが、

当時の私にとっては未知数すぎる「就職活動」があり、３年時には日本に居られるよう

にするため、２年生の時に行くことを決意しました。 
 留学生活について、生活面と勉強面について分けて書いていこうと思います。生活面

における「住居」なのですが、私は７月８日（くらい）～９月１４日（夏季英語集中講

義の修了まで）の間は学生寮で暮らしていました。９月１５日以降は次の学生がやって

来るため、移動しなければならなかったので、ホームステイへ切り替えました。これは、

留学前にあらかじめ申し込んでいました。他の学生は、空き室のある別の学生寮を探す

等をしていました。そして、１月上旬くらいまではホームステイで過ごし、それからイ

ンターンシップ先の場所の近くに引っ越しすることにし、シェアハウスを選択しました。

学生寮に移った他の学生も、１月上旬からは期限切れのため、再び引っ越ししなければ

なりませんでした。私は「MixB」というサイトで様々な条件の家を探し、電話をかけ、

大家さんと話をし、契約しました。 
 勉強面では、夏季英語集中講義でも正規の大学の授業でも、積極的に発言する学生が

多いと感じました。また、１つの科目が講義とディスカッションとに分けられ、それぞ

れしっかりとした授業時間（60 分～90 分）で行われ、より専門的な知識や考えが身に

着くと感じました。ディスカッションでは、語学レベル的に全く参加できない場合もあ

りますが、友達に聞く等して、何とか理解しようとする姿勢が大事だと思いました。  



留学を経験することで、物事を考える視野が広がりましたし、実際に行動してみる必

要性や重要性を感じることができたと思います。もちろん、就職活動にも役に立ちます。

反省点として、落とした１科目を、もう少し努力して勉強すべきだったと思っています。

また、現地の友達に嫌われるくらいもっと英語で話す練習をすべきだったと反省してい

ます。それほど貴重な機会だったと、帰国してしばらく経つと実感しました。 
アドバイスとしては、１人で留学し、日本人以外の友達を多く作る事です。正規の大

学の授業は難しく、留学生同士で助け合うことが大事になっていきます。また、英語を

話さなければならない状況を当たり前にすべきです。そして、留学する前に帰国してか

らのプランを考えておくべきです。単位を詳細に計算しておくことももちろんですが、

就職活動がいつから始まり、どういうフローなのかを頭に入れておくべきだと感じます。

これから歩んでいく人生を、井の中の蛙の状況で過すことは非常にもったいないことで、

何年も留学を経験してから社会に出ることは、決して遅くもなく、間違ってもいないと

思います。 
 

～授業について～ 

・６月中旬～９月中旬まで、夏季集中講義（Intensive Academic English Course）が

ありました。留学前の TOEFL（iBT）や IELTS の点数によって、開始の時期（６～８

月）を選べました。ここで日本人は私を含む７人で、講義受講者全体の１０％未満でし

た。私は TOEFL iBT のスコアが 67 点でしたので、６月か７月かを選べました。 
 

・夏季英語集中講義タイムスケジュール 
9:30~11:00 基本的な文法や発音練習。ニュースの聴きとりやゲーム形式

の授業。２グループに分かれてのディスカッション。エッセ

イの書き方、先生と１対１の添削など。 11:30~13:00 

昼休憩(1hour) 午後は先生が変わり、プレゼンテーションの学習。レポート

の書き方。情報収集のやり方。水曜日は午後の授業はなし。
14:00~15:30 
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☆ギャラリー☆ 

～学生寮～ 
学生寮の共同キッチン（汚いですが）。    共同部屋です。勉強したり、ごはん食 
窓から見えるのが大学です。        べたり。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～シェアハウス～ 
シェアハウスの部屋。結構広い。窓からは、何と庭へ行けます。（次ページへ続く） 

 

 

 



ただお手入れが必要でしたが。。。   共同キッチン。ここも広く、使いやすい。 

 
   

 

    

プチ旅行でブライトンにも行きました。曇りでしたが。 
電車で片道２時間ほどで行けました。日帰り旅行には丁度良いと思います。 

 
 

 

まだまだたくさんあるのですが、やはり、行ってみるのが一番です。 


